
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋力を向上させるためには、筋肉量を増やす必要があります。そのためには

運動は必須ですが、より効率的に筋肉量を増やすためには、タンパク質の摂取

が重要です。タンパク質は 20種類のアミノ酸で構成されていますが、特にＢ

ＣＡＡ（分岐鎖アミノ酸）は筋肉に多く含まれるアミノ酸（バリン、ロイシン、

イソロイシン）です。 

ＢＣＡＡは筋肉のエネルギー源となると同時に、筋肉を作る働きを促進し、

筋肉が分解されるのを抑制します。また、高齢者は筋肉を作る働きが若年者に

比べ低い傾向にあるため、より積極的な摂取が必要です。 

当院では 11月よりリハビリ効果をさらに高めるために、ＢＣＡＡ入りのゼ

リー飲料をリハビリ後に摂取する取り組みを開始しました。この取り組みによ

り、より早期に希望する運動能力回復や在宅復帰に繋がると同時に、筋力を強

化することは、心臓を守ることにつながるため、心臓病の再発予防にも貢献で

きます。 

 

 

 

循環器の病気は、喫煙や過度の飲酒、運動不足など生活習慣を見直すことで

発症のリスクを下げられますが、患者数は増加傾向にあり、日本人の死因では

がんに次いで多くなっています。「脳卒中・循環器病対策基本法案」が 12月 8

日に参議院本会議を通過し、12月 10日、衆議院本会議にて全会一致で成立し

ました。この法律を根拠に、国や都道府県には、循環器病対策を推進するため

の計画策定を義務づけることとなります。また、「がん対策基本法」と同様、

本基本法の成立によって、心臓リハビリテーションを含む医療・福祉体制の整

備が大きく進むことになります。 
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